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.の ( </0/;0は、,.の  </0/;=0に関してループ運搬な真依存関係を














 　　　　　   !
 　　　　　 "#$ ・・・
 　　　　　　   % ・・・
 　　　　　&'($




















	  つのノード  について、?からプログラムの出口に達するどの路も
必ずを通るときは  を後支配 ,)-.するという。
	 ノードが  を後支配し、 @  であるとき、は  を厳密に後支配
,(" )-.するという。
	 ノードが を厳密に後支配し、 からへの路にそれ以外に を厳密
に後支配するノードが存在しないとき、は を直接後支配 ,--("
)-.するという。
	  つのノード  について、から  への空でない路があり、 はその
道のよりすべてのノードを後支配するとき、 はに制御依存する。
	  つのノード  について、 はを厳密に後支配しないとき、 は
に制御依存する。
以上の定義を図 のコードに適用すると、図 の�>�は�への空でない路、






















































図 7 �に対する 23
  プログラムスライシング

















































































































































































































図 7  概要
プログラムから





































































































































































































































































































































図 を用いて変形方法を説明する。 の様に、を 1に渡す。これに
c=b%4;
x+=c; 























を実行するために必要な変数  について、図 の右図のような 23
を作成する。そこで、変数  の共通のを検索する。図 では、ノー
ド が共通 となる。次に、見つけ出した共通  ノード の
ノードを、真依存関係があったノードまでコピーする。つまり、変数 に

























































































































































































































































































































































    7  で		
 
を実行 …,.
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